
で
∴

壊
㌦

-
N

㌔

､
(

S
ヽ
(

-

S

《

研

究
ノ

ー
ト
》

数

学

難

題

/

藤

末

宏

一

地
物
線
の

性
質
と

函
数
方

程
式

地
物
線
哩

=

篭

は
､

左

上

園
の

よ

う
な

性
質
を

持
っ

て

居
る
｡

即
ち
､

曲
線
上

の

四

鮎
(

♪

各
人
苧

焉
)
､

(

ト
臼
､

長
}

(

-
撃

S
の

う
ち
､

(

』
)

豊

と
(

-
苧

篭
)

入
学

㌔
)

と
へ

-
白

も
N

)

と

を

結
ぶ

直
線
の

交
鮎
は
(

Q

も
S

/

ヽ
(

且
＋
ヽ
(

-
h

ユ

ー
ヽ
(

已
-
ヽ
(

ト

已
､

＋
N

芦
､
(

且
ヽ
(

-

且
＋
(

白

-

S
(

ヽ
(

且
ヽ
(

S
十
ヽ
(

!

且
ヽ
(

-

S
)

(

』

＋

已
(

ヽ
(

且
＋
ヽ
(

-

且
-
ヽ
(

S
l
ヽ
(

1

S
)

ダ軌

く7 5) 研 究 ノ ー ト

ぴ
)y

( 0 ,
_
∬
訂)

と
し
､

(

b

L
っ

(

且
)
小

(

-
宇

ヽ
(

-

S
)

.

で

あ

る
｡

そ
こ

で

こ

の

様
な

性

質

は

地
物
線
だ

け

に

限
る

の

で

あ

ろ

う
か
｡

∴
)

れ

を

考
え

て

み

る
こ

と

に

す
る
｡

.

い

ま

地

物

線
に

代
る

曲
線

を

ヽ
(

且

と

す
る
｡

こ

の

曲
線

上

の

四

鮎
を

(

白
〉

ヽ
(

且
)

こ
ぎ

ヽ
(

S
)
-

(

-
き
ヽ
(

-

且
)

入
-
苧

ヽ
(

-

S
)

(

苧

ヽ
(

S
)

∴
-
き

ヽ
(

I

且
)

の

で

あ

る
｡

そ
こ

で

Ⅹ

座
標
を
0

と

す
る

た

め

の

條
件
は
､

次
の

函
数
方
程

式
と

な

る
｡

臼

ヽ
(

已

十
芦
､
(

且
=
短

ヽ
(

I

S
＋
芦
､
(

-

且

こ

れ

が

任
意
の

二

賛
歌
∬

､

′

y

に

封
し

て

成
立

す

る

と

い

う
こ

と

か

ら
､

ヽ
(

S

=
ヽ
(

-

S

が

成
立

す
る
｡

以

上
の

こ

と
か

ら

函
数

ヽ
(

且

の

定
義
域
は
､

0

を

中
心

に

し

て

封
構
な

固
形
､

も
っ

と
一

般
的
に

云
っ

て

Ⅹ

軸
全
鰹
と
は

じ

め
か

ら
し

て

置
い

て

よ
い

こ

と
が

解
る
｡

･
交
鮎
の

Y

座
標
は
､

今
の

場
合
に

ど

う
な
る

か

と

云

え

ば
､

』

ヽ
(

S
十
哩

ヽ
(

且

§

＋
哩

で

あ
る
｡

こ

邦

に

於
け

る

イ

デ
ア

ル

β

と
は

葦
数
億
に

属
す
る

二

要
素
の

組
合
わ

せ

に

よ
っ

て

得
ら

れ

る

墨

二

交
鮎
を

夫
々

線
ぶ

直
線
の

交
鮎
を

求
め
て

み
る

と
､

間
の

こ

と

で

あ

る
｡

(

i

)

き
ひ

m

知
-

･
(

E
)

β
ひ

m
知
､

こ

の

宅

間
は

次
の

加
法
乗
法
に

よ
っ

て

墳
と

な

る
｡

(

P

も
)

什
(
Q
〉

丸
)

=
(

白

什
Q
､

ひ

什
軋
)

(

P
､

ひ

)

(

勺
-

き
=
(

莞
阜
＋
白

丸

ぶ
＋

訂
き
＋

g
b

ざ

3

篭
写
＋
争
乱

慧
＋

訂
写
＋

g
警
)

朗
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帥
の

整
ロ

せ

法
則
を

調
べ

て

み

よ

う
｡

そ

れ

は
､

き
N

ぎ

‖
白

墨
-

)

h

ぎ
冨
‖
･

ぎ
ぎ

‖
白
N

冨
)

き
ざ
‖
+

ご

慧
､

ぎ
欝

‖
ぎ
撃
N

一

日

も
り

ー

=

ぷ
b

ご
〉

b

ご

白
N

＋
ぎ
b

ざ

=
b

ご

き
＋

欝
ぷ
N

-

b

ぶ
N

＋

冨
き
=

き

ぶ
＋
b
N

ぎ
}

き
き
＋
き
W

ぎ
=
b

ざ
M

＋
串
-

冨
-

き
慧
＋
ぎ
ぎ
=

き
ぎ
＋

慧
㍉

き
ぎ
＋

冨
N

=
き
ざ
＋

ぎ
ぎ
､

日
中

慧
＋
誉
ぎ

=

ぶ
冨

＋
慧
ぎ

の

條

件
を

滴
せ

ば

よ
い
｡

こ

の

様
な

條
件
の

浦
さ

れ

た

環
に

於
い

て
､

い

か

な

る

條

件
が

更
に

浦
き
れ

れ

ば
､

イ

デ
ア

ル

と

な
る

で

あ

ろ

う
か
｡

ト

=
一

(

P
-

ひ

)

一
日
P

＋

号
=
○

人
き
ひ
)

m

知
エ

が

右
イ

デ
ア

ル

で

あ

る

な

ら

ば
､(

き
ひ
)

(

P
､

y

ひ
､

)

=
(

P
P
､

き

＋

監
､

白
N

＋

訂
､

き
＋

琶
ぎ
白
P
､

ぎ
＋
已
V

､

冨
＋

訂
､

冨
＋

琶
ぎ
)

∩
一

郎
ち

白
岳

=

ざ
=
○
-

･

(

喜
＼

き

＋

已
､

ぷ
＋

ぎ
､

き
＋

冨
､

き
)

白

＋
(

白

白
､

ぎ
＋

乳
､

冨
＋

ぎ
､

冨
＋

g
､

慧
)

哩

=
○

よ
っ

て
､

行
列

(

批
…
…

∴

拉

の

冒

旨
が

2

よ

り

小

な
る

こ

と

を

要
す
｡

逆
も

弥
か
｡

よ
っ

て

次
の

鹿

理
が

成
り

立
つ

｡

･
〔

定

理
〕

環
邦

に

於
い

て
､

(

(

P
､

ひ
)

言
b

＋

ざ
=
O
Y

(

P
-

ひ
)

m

恕
}

･
が

右
イ

デ
ア

ル

で

あ

る
た

め
の

必
要
充
分
條
件
は
､

(

掛

拉

の

階

数
が

2

よ

り

小
で

あ

る

こ

と

で

あ

る
｡

環
β

に

於
い

て
､

{

(

き
ひ
)

一
缶

白

＋

ざ
=
○
)

(

串

も
)

爪

恕
一

が

左
イ

デ
ア

ル

で

あ

る

た

め
の

必

要
充
分
保
件
は
､

.
(

抹
…

虹

の

階

数
が

2

よ

り

小
で

あ

る

こ

と

で

あ

る
｡

環
ガ

に

於
て
{

(

き
ひ
)

言
b

＋

ざ
=
○
-

(

き
ひ

)

m

恕
}

が

イ

デ
ア

ル

で

あ

る

た

め
の

必

要
充
分
保
件
は
､

〔

批
…

”

拉
(

掛

泣

の

階
数
が

と

も

に

2

よ

り

小

で

あ

る

こ

と
で

あ
る
｡

イ

デ
ア

ル

の

定
義

も
､

内
P

巴

告
白
い

河
e

匂
【

岩
ロ
t

邑
-

○

ゴ

→
F
e

O
→

叫

f

O
→

C
O

ヨ
m
ま
告
才
e

→
○

官
-

O

g

ど
巴

A
-

g
e

官
p

に

従
え

ば
､

次
の

よ

う
に

な
る
｡

〔

定
義
〕

邦

に

於
け

る

部
分
集
合
イ

が
､

そ

の

総
て

の

要
素
(

臼
-

S

に

関
し

て

p
､

ヴ

と
い

う
次
の

二

正

数
学
内

が

存
在
す
る

と

き

イ

デ
ア

ル

で

あ

る

と
い

う
｡

即
ち

一
b

二

∧
勺
､

一
帖

二

∧
崎
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七
イ

∵
戦

㌣

ミ
ー

､

阜
ト

ノ
J

や

≠′
こ㌣

貢も享
ふ

こ

の

定

義
に

従
え

ば

次
の

定
理
が

成
り

立
つ

｡

〔

虚
理
〕

戯

∪
∫

∫

が

イ

デ
ア

ル

で

あ

る

な

ら

ば
､

ト

=
一

(

P
-

ひ

)

〓
き
ざ
-

き
ぎ
)

亀
＋
(

§

毒
N

十

き
ぎ
-

ぷ
冨
-

β
ぎ
)

P
ひ

＋

(

き
誉
-

き
冨
)

驚

=
〇
一

三

戯

の

壌
を

使
う
と
､

巾
等
元
と
三

次
方
程
式
と
の

関
係
が

得
ら
れ

る

Ⅹ

Y

平
面
上
の

二

鮎
を
(

む
ー

S

∴
阜
哩

J

と

す
る
｡

こ

の

二

鮎
を

結
ぷ

直
線
上

に

駐
(

臼
-

S
(

阜
哩

J

な
る

鮎
が

存
在
し

て

い

る

場
合
を

考
え
て

み
よ

う
?

(

き

S
(

阜
甲

､

)

=
せ
(

き

S
＋

矢
岳

∴
哩
､

)
)

匂

＋
Q

=
-

よ
h

ソ

㌻

±
…

H
㍗
L

苛

坐
…

…

砧
㌔

㌍

ゝ

=

㌔
(

各
､

-
ミ
Q

)

＋
b
､

哩
､

(

琶
-

冨
＋

邑
､

-
P
､

色
＋

㌔
(

g
｢
甲

息

-
匂

乾
(

串

＋
Q
､

)

-
セ

叉
ひ

＋
丸
､

)

＋

曳

こ

の

関
係
よ

り

(

き

S
付

=

甘
迄
)

な

ら

ば

号

I

㌔
串
､

＋
臼
､

哩
､

(

P

-
ひ

J

十

革
仁
山

遥
､

む
､

§
､
Q
､

＋
b
､

甲
､

(

年

-
Q

)

-

暑
､

.

-
や
ミ

‖
計

′

よ
h
ソ

札
付
ひ

＋
(

ひ

-
毎

＋
Q
)

驚
＋
(

串

-
甲

-
Q
､

)

計

-
ミ

=
○

が

成
立
す
る
｡

こ

こ

の

∬

､

y
､

α

､

そ
…

…
〆
､

.
か

ほ
二
■
の

α

､

る
､

句
､

勺

･

…
･

ヽ

∵

y l
､

馳
､

…
…
で

あ

る
｡

､

由

函

数

ヽ
(

き

S
=
ヽ
(

塁
)

と

克
諭

ヽ
(

白

表
)

=
､
(

遷
)

な

る

函
数
に

於
い

て
､

ヽ
(

ヽ
(

包
-

S
忘
)

=
､
(

や
ヽ
(

苧
N
)

)

な

る

関
係
が

成
立
す
る

の

は

如
何
な

る

場
合
で

あ

ろ

う
か
｡

代
入

し
て

み

る

と

直
ち
に
､

ヽ
(

遷
)

N

=
ヽ
(

笥
)

臼

=
ヽ
(

賀
)

哩

な

る

関
係
が

成
立

す
る
｡

こ

の

函
数
が

攣

域
月

ま

た

は

h

l ㌣
什

盲
一

日

∨
○

臼

∩

空
の

上
で

定
義
さ

れ

て

い

る

と

す
る
｡

こ

れ
が

微
分
可
能
な

函
数
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

解
っ

て

い

る

な

ら

ば
､

直
ち
に
､

ヽ
(

且
=

ぎ

な

る
こ

と
が

澄
明
さ

れ

る
｡

こ

■こ
で
､

二

函
数

ヽ
(

且
=

ぎ
)

叉
且
=
計
､

態

と

し
､

克
論
の

記
艶
を

封
應
さ

せ

る
｡

即
ち
､

↓

･

臼

∪
哩

=

ぎ
ぎ

臼

つ
哩

=
計
､

さ

と

す
れ

ば
､

明
ら

か

に
､

(

臼

じ

邑
U
N

=
臼

∪
(

哩

∪
杓

y

包

⊃
(

哩

つ

且

=
(

白

⊃

S
⊃
Q

(

白

U

S
⊃
N

=
(

b

⊃

S
U
杓

が

成
立
す
る
｡

五

圃
周
上
の

二

茹
に

於
い

て

垂
直
に

交
わ

る

周

囲
の

方
程
式
を

態
＋

焉
＋
N

P

§

＋
N

ざ
=
知

:

∵

…

…

…

…

…

…

…
･

…
…

…
…
‥

(

こ

と

す
る
｡

周
周
上
の

二

患
(

b
】

垂
)

∴
ぎ

邑
を

通
る

周
の

方
程
式
は

も95
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旨
け

＋

驚

-
忘

甲

甲

ぎ
阿

＋

ぎ
陀

-
→
円

心
-

ぎ

畏
＋

慧
P
-
→
Ⅳ

ぷ

慧

=
○

=
気
＋

㌔
＋
N

軋
白

十
琶
q

=
忘

…
(

N

)

(

&

｢
Q
､

号

+
(

P
､

?
莞

､

)

(
Q
､

T
乱
､

)

-
(

S
-
ひ
､

且
(
Q

甲

1
Q
､

ひ
)

-
(

さ
u

-

邑
)

(

Q
､

か

-
Q

ひ
､

)

(

P
､

Q

-

邑
)
N

-
(

P
､

Q

-

邑
)

(

へ

鞋
-
已
ひ
)

(

-

ぎ

｢
ひ
､

且
(

蔓
-
Q

占
)

-
(

P

ゞ

1
b

ミ
)

(

蔓
-
ミ
ひ
)

(

乳
､

-
已
ひ
)

N

6 9 6

と

す
る
｡

こ

の

周
の

(

b

ざ

ぎ
)

1
に

於
け
る

接
線
の

方
程
式
は

(

N

き
丸
臼

＋
N

ぎ

合
)

(

き
慧

-

ぶ
帥

己
十
N

叉
β
冨
1

き
喝

し
軋

白

＋
N

ズ
き
冨

+

き
垣
-

)

身
=
○

仰
の

園
の

(

ぎ
叫

己

に

於
け

る

接
線
は
､

▲
(

き
＋

且
軋
白

＋
(

ぎ
＋
ひ
)

身
=
○

こ

れ

等
が

垂

直
に

交
わ

る
こ

と

よ

り
､

〔

定
理
〕

(

ぎ
如

己

∴
ぎ

邑
.
を

通
る

園
が

園

態
十

篭
＋
N

≡
＋

裟
哩

=

ゎ

に

(

ぎ
恥

已

に

於
い

て

垂
直
な

ら
ば
N

き
ぎ

＋
(

ひ
､

＋
ひ
)

ざ
＋
(

串
､

＋

且
ぎ

＋
(

已
､

＋
阜
ひ
)

=
○

但
し

き
慧

♯
白
山

き

と

す
る
｡

六

二

次
行
列
と

双
一

次
関
係

次
の

行
列
を

考
え
て

み

よ

う
｡

〔

昏
明
〕

-

監
(

ひ
､

イ
㌔
)

-
(

Q
N

＋
P
柑

)

已
ひ
､

＋

ど
Q
､

ミ

=

1
(

ひ

P

十

思
)

P
､

ひ
､

I

已
(

㌔
＋

㌔
)

十
(

蔓
Q
､

)

=
-
(

P
､

Q

卜
宍
｢

)

等
､

(

芋
Q
N

)
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